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支
部
長

渡

辺

紀

雄

千
葉
商
科
大
学
同

窓
会
鳥
取
県
支
部
会

員
の
皆
様
に
は
、
こ

の

一
年
お
元
気
に
御

活
躍
で
あ
っ
た
事
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。今

年
も
前
年
に
続

き
雪
の
ほ
と
ん
ど
降

ら
な
い
暖
か
い
冬
か

ら
三
月
内
の
開
花
で

一
気
に
春
を
迎
え
ま

し
た
。
支
部
報
第
二

十
号
を
支
部
長
と
し

て
発
刊
出
来
る
事
を

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
年
は
母

校
創
立
九
十
周
年
の

記
念
式
典
が
十

一
月

十
七
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
九
十
年
と

い
う
歳
月
は
最
早

「世
紀
」

と
い
う

「歴
史
」
に
な

っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

平
成
三
十
年
六
月
十
七
日

（日
）
倉

吉
市
の
セ
ン
ト
パ
レ
ス
倉
吉
に
お
い
て

平
成
最
後
と
な
っ
た
鳥
取
県
支
部
総
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
以
来
　
久
し
ぶ
り
の
県

中
部
地
区
で
の
開
催
を
し
た
の
は
県
内

各
地
か
ら
沢
山
の
会
員
の
皆
様
が
最
も

出
席
し
易
い
場
所
を

探
す
試
み
で
あ
り
ま

し
た
。
思
う
よ
う
な

効
果
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
県
支
部
の

末
長
い
存
続
は
沢
山

の
会
員
が
集
え
る
総

会
の
開
催
か
ら
だ
と

考
え
ま
す
。
皆
様
の

御
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

平
成
十

一
年
八
月

八
日
米
子
国
際
ホ
テ

ル
に
お
い
て
鳥
取
県

支
部
設
立
総
会
が
開

催
さ
れ
て
か
ら
令
和

元
年
と
な
る
今
年
二

十
周
年
を
迎
え
る
事

に
な
り
ま
し
た
。

平
成
七
年
十
月
二

十

一
日
　
西
部
地
区

の
熱
い
志
を
持
つ
十

一
名
の
同
窓
生
が
支

部
結
成
を
決
議
し
て

か
ら
四
年
も
の
準
備
期
間
を
費
や
し
て

の
設
立
で
し
た
。

二
十
年
も
の
継
続
は
素
晴
ら
し
い
事

だ
と
思
い
ま
す
。

二
十
年
の
年
月
を
振
り
返
り
、
そ
し

て
祝
福
す
る
時
間
を
持
ち
た
い
と
思
い

ま
す
。

令
和
元
年
六
月
二
十
二
日

（土
）
米

子
の
地
で
会
員
の
皆
様
と
会
え
る
事
を

楽
し
み
に
し
て
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
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昨
年
、
千
葉
商
大
は
九
十
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
、

文
学
博
士
　
と込
藤
隆
吉
先
生
に
よ
り
、

前
身
の
巣
鴨
高
等
商
業
学
校
と
し
て
設

立
さ
れ
今
日
ま
で
来
た
こ
と
は
、
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
通
り
で
す
。
私
た
ち
は

そ
の
う
ち
の
数
年
間
を
国
府
台
に
過
ご

し
て
き
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
々
の
思

い
出
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
が
入
学
し
た
の
は
昭
和
四
十
四
年

（
一
九
六
九
）
で
す
。
以
後
卒
業
ま
で

の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
環
境
は
、
目
ま
ぐ
る

し
く
整
備
さ
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
翌
年

昭
和
四
十
五
年
に
は
、
体
育
館
、
瑞
穂

会
館

（現
在
は
二
代
目
に
な
っ
て
い
る
）、

学
生
会
館
が
竣
工
さ
れ
、
大
学
の
雰
囲

気
に
な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

同
じ
く
そ
の
年
に
同
窓
会
が
創
立
さ

れ
ま
し
た
。
大
学
構
内
の
最
奥
左
側
の

古
い
木
造
講
堂
で
創
立
総
会
が
開
催
さ

れ
、
当
日
は
戦
前
の
卒
業
生
で
あ
ろ
う

親
世
代
の
人
た
ち
が
来
て
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
来
年
二
〇
二
〇
年
は
同
窓
会
の

五
十
周
年
に
な
り
ま
す
。

昨
年
は
大
学
九
十
周
年
、
今
年
は
鳥

取
県
支
部
二
十
周
年
を
迎
え
、
来
年
は

同
窓
会
五
十
周
年
と
続
き
、
メ
モ
リ
ア

ル
が
連
続
し
て
い
ま
す
。
お
り
し
も
今

年
は
、
新
天
皇
に
な
り

「令
和
」
と
い

幹
事
長
　
森
　
尾
　
邦
　
夫

う
元
号
に
変
わ
り
ま
し

た
。
過
去
を
振
り
返
り
、

ま
た
新
し
い
気
持
ち
と

感
覚
を
も
っ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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△〓総念記年周十二
０

●

●
の案内 :

●

:日 時 令和元年 6月 22日 (土) :

:場所 米子市 ANAク ラウンプラ
:

:   ザホテル米子       :
:時間 午前 11時 30分      :
:二次会 午後 6時

        :●●●。●●。●●●●●●0● 0● 0● 0● ●0● ●●●●●●

[事務局よりの連絡]

鳥取県支部、平成 31年度会費をお願いし

ています。会費は 2,000円です。同封の、

郵便振替用紙にてお願いします。

又、郵便振替田座は、下記の通 りです。

日座番号  01340-3-62952
加入者名 千葉商大鳥取県支部

または

銀行 日座 鳥取銀行 米子駅前支店

普通 2421031
口 座 名 千葉商大鳥取県支部

二
十
同
年
の
開
催
に
感
訓

幹
事
兼
総
務
担
当
　
岡

本

　

茂

会
員
の
皆
様
、
ご
多
忙
な
毎
日
を
お

過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

支
部
長
が
申
し
ま
し
た
が
、
支
部
の

設
立
準
備
か
ら
二
十
四
年
の
歳
月
が
流

れ
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
、
坂
根
光
様
、
平
成
十

九
年
、
前
支
部
長
松
田
陽
吉
様
の
逝
去
。

お
二
方
に
は
支
部
設
立
に
大
変
御
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
初
の
総
会
は
、
出
席
者
が
十
名
を

超
え
、
大
変
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
現
在

は
四
、
五
名
の
出
席
者
に
な
り
ま
し
た
。

要
因
は
色
々
あ
り
ま
す
が
、
参
加
し
て

も
新
た
な
出
会
い
及
び
経
済
的
な
利
益

が
得
ら
れ
な
い
、
二
十
年
間
支
部
会
員

と
の
交
流
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
主

な
要
因
と
思
い
ま
す
。
本
学
は
、
案
内

し
て
い
ま
す
が
、
年
々
発
展
し
て
い
ま

す
。本

年
、
区
切
り
と
し
て
新
し
い
Ｈ
Ｐ

を
公
開
し
ま
し
た
。
全
国
の
同
窓
生
と

の
交
流
を
図
る
た
め
企
業
Ｍ
Ａ
Ｐ
を
メ

イ
ン
に
参
加
型
の
内
容
に
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
二
十
周
年
総
会
を
六
月
二
十

二
日
に
開
催
し
ま
す
。
中
心
で
頑
張

っ

て
い
る
我
々
も
年
を
重
ね
て
お
り
、
い

つ
ま
で
活
動
出
来
る
か
解
り
ま
せ
ん
し
、

世
代
交
代
が
緊
急
課
題
で
す
。
今
の
ま

ま
で
は
三
十
周
年
な
ん
て
到
底
不
可
能

に
な
り
ま
す
。
お
二
人
の
た
め
に
も
発

展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
二
十

周
年
を
き
っ
か
け
と
し
て
意
味
の
あ
る

記
念
総
会
に
し
ま
し
ょ
う
。
年
を
重
ね

る
と
、
な
に
が
し
か
の
前
向
き
な
参
加

及
び
社
会
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
は

生
き
る
う
え
で
大
切
な
こ
と
と
考
え
ま

す
。
今
ま
で
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
、

又
初
め
て
参
加
す
る
会
員
様
、
二
十
周

年
記
念
還
元
総
会
で
す
。
お
会
い
す
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

鳥取県支部HPが新しくなりました

全国の同窓生の企業情報をメインに

cuc口tottori口com


